
色紙をいただ
きました！ 

    落語家 林家たい平さんに管内現場を視察していただきました。 
荒川上流部改修から

年

◆今年度は、荒川上流河川事務所で掲載する新聞広告のイメージキャラクターとして、落語家の林
家たい平さんにご協力いただきます。今回は、林家たい平さんに現場を見ていただき、その実体験に
基づく生の言葉を記事の参考にするため、管内の現地視察及び事務所長との対談を行いました。 

 土砂降りの中、越流堤を見ていただきましたが、首都圏を洪水から守る施設の大きさにとても驚か
れていました。 

 たい平氏からは、「秩父で育ち、荒川でよく遊んでいた。川の楽しさも恐さも知っている。子どもの
頃の経験が大事で、それを大人が教えていかなければいけない」など、落語家目線の、分かりや
すいお話しをいただきました。 

現地視察概要 
日にち ：平成２９年６月２１日（水） 
場  所：荒川第一調節池 
行    程：①彩湖自然学習センター（調節池の概要説明） 
       ②貯水池機場（操作機器講習会） 
         ③越流堤 
       ④西浦和出張所（事務所長との対談） 

（表面） 

 
 

今年限定で、
西浦和出張所
と彩湖自然学
習センターで
配布していま
す。 

※数量に限り
があります 

 

災害対策本部車内の様子 

西浦和（出）操作室の様子 

事務所職員と記念撮影 

新聞広告は、年4回掲載
予定です。 
第1回目は7月15日（土）
に掲載します。 

「国土交通省の方のおかげで安全でいられたり、お
いしい水が飲めたりしているが、一般の方は、どう
してそうなっているのか、という想像力が欠如してい
て、川に無関心だったり、身近に感じていない方が
多い」とか 

災害対策本部車前での説明 


